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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
健
や
か
に
令
和
２

年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
町
政
の

運
営
に
対
し
、
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か

ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
平
成
の
時
代
が
終

わ
り
、
新
し
い
令
和
の
時
代

が
始
ま
る
歴
史
的
な
節
目
の

年
で
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
が

終
わ
り
、
平
成
が
始
ま
っ
た

の
が
つ
い
こ
の
前
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
い
つ
の

間
に
か
30
年
と
い
う
月
日
が

流
れ
て
い
ま
し
た
。
好
景
気
、

い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
景
気
と
そ

の
崩
壊
、
東
日
本
大
震
災
を

は
じ
め
と
し
た
大
規
模
な
自

然
災
害
の
発
生
、
人
口
減
少

・
高
齢
化
社
会
へ
の
突
入
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
急
速
な
普
及
な

ど
、
人
々
の
営
み
や
価
値
観

が
大
き
く
変
化
し
た
激
動
の

時
代
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
12
月
の
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
本
町
に
お

い
て
震
度
４
の
地
震
が
発
生

い
た
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も

け
が
人
や
被
害
の
発
生
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
へ
の
影
響
な
ど

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

ひ
と
ま
ず
安
堵
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る

自
然
災
害
は
日
本
各
地
で
頻

繁
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
も
は
や
想
定
外
の
出

来
事
と
は
言
え
な
い
状
況
で

す
。
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

ら
な
い
自
然
災
害
に
対
し
て

は
、
日
ご
ろ
の
備
え
が
重
要

で
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
し

た
防
災
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
と
強
く
実
感
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
今
月
か
ら

は
皆
様
の
ご
自
宅
な
ど
に
設

置
し
て
あ
り
ま
す
Ｉ
Ｐ
告
知

端
末
機
の
取
り
替
え
作
業
が

始
ま
り
ま
す
。
新
し
い
告
知

端
末
シ
ス
テ
ム
は
従
来
の
機

能
の
ほ
か
、
専
用
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

も
配
信
情
報
を
受
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
様
々

な
場
面
で
活
用
さ
れ
ま
す
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
町
民
の

皆
様
が
快
適
に
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
中
長
期

的
な
視
点
で
公
共
施
設
な
ど

の
老
朽
化
対
策
や
長
寿
命
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
多
様

化
す
る
様
々
な
行
政
課
題
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構
か
ら
三
者
協
定
第
7
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
事
前
協
議

の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た

「
令
和
2
年
度
以
降
の
幌
延

深
地
層
研
究
計
画
案
」
に
つ

き
ま
し
て
は
昨
年
、
町
民
皆

様
の
ご
支
援
と
町
議
会
議
員

の
方
々
の
総
意
に
よ
り
、
受

け
入
れ
る
こ
と
を
表
明
い
た

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
は
、「
第
六

次
幌
延
町
総
合
計
画
」
お
よ

び
「
次
期
総
合
戦
略
」
を
策

定
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

を
計
画
的
か
つ
総
合
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
に
は
温
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
町
民
の

皆
様
に
と
っ
て
夢
と
希
望
、

そ
し
て
幸
せ
に
満
ち
た
素
晴

ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
幌
延
町
に
と
っ
て
も
、

更
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
念
願
し
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年
元
旦
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
輝
か
し
い
新

春
を
迎
え
、
町
議
会
を
代
表

し
て
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や

か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
４
月
は
統
一
地
方
選

挙
が
行
わ
れ
、
町
民
皆
様
の

ご
信
託
を
い
た
だ
い
た
議
会

議
員
8
名
が
、
新
た
な
気
持

ち
で
議
会
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
町
民
皆

様
の
特
段
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
誠
に
有
難

く
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

幌
延
町
議
会
議
長 

　
高
　
橋
　
秀
　
之

　

ま
た
、
昨
年
は
平
成
天
皇

が
譲
位
を
さ
れ
、
５
月
に
今

上
天
皇
が
即
位
、
令
和
の
時

代
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
天
皇
の
退
位
、
即
位
に

伴
う
様
々
な
儀
式
が
執
り
行

わ
れ
、
ま
さ
に
平
安
絵
巻
の

よ
う
な
雅
や
か
な
様
子
に
今

一
度
日
本
の
歴
史
、
伝
統
の

す
ば
ら
し
さ
を
再
認
識
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
の
30
年
間
は
、
我
が

国
に
と
っ
て
戦
争
の
な
い
、

平
和
な
時
代
で
し
た
が
、
一

方
で
数
々
の
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
自
然
災
害
ば
か
り
で

な
く
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

な
ど
の
人
災
も
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
、
数
多
く
の
尊

い
命
や
財
産
、
生
活
基
盤
が

失
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
上
天
皇
の
即
位
を
国
の

内
外
に
宣
言
す
る
「
即
位
礼

正
殿
の
儀
」
の
際
に
、
天
皇

が
お
姿
を
現
し
た
時
に
虹
が

架
か
っ
た
と
話
題
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
祝
賀
パ
レ
ー

ド
の
日
も
輝
か
ん
ば
か
り
の

秋
晴
れ
で
し
た
。
令
和
の
時

代
が
こ
の
と
き
の
空
の
よ
う

に
、
清
々
し
く
、
明
る
い
も

の
と
な
る
よ
う
祈
ら
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
明
る
い
社
会
づ

く
り
の
た
め
、
小
さ
く
て
も

で
き
る
こ
と
を
積
み
上
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
議
会
議
員
も
、
町
民

皆
様
の
声
を
町
政
に
反
映
す

べ
く
、
行
政
と
住
民
の
架
け

橋
と
な
る
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
が
住
ん
で
い

て
よ
か
っ
た
と
言
え
る
幌
延

町
、
ま
た
、
共
に
支
え
合
い

笑
顔
溢
れ
る
ま
ち
を
町
長
と

共
に
築
き
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
幌
延
町
で
は
、
Ｊ

Ｒ
宗
谷
本
線
の
存
続
を
含
む

生
活
交
通
、
高
齢
者
福
祉
、

一
次
・
二
次
産
業
の
問
題
な

ど
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

解
決
に
向
け
て
取
り
組
ま
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
も
議
論
を
通
じ
、

是
々
非
々
で
本
町
発
展
の
た

め
議
員
一
同
鋭
意
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
子
年
で
す
。

十
二
支
の
サ
イ
ク
ル
の
ス
タ

ー
ト
の
干
支
で
、
す
べ
て
の

始
ま
り
と
未
来
へ
の
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

子
孫
繁
栄
の
象
徴
と
も
い
わ

れ
、
株
式
市
場
で
も
子
年
は

繁
栄
と
い
う
格
言
が
あ
り
ま

す
。
令
和
2
年
が
幌
延
町
に

と
っ
て
も
、
町
民
皆
様
に
と

っ
て
も
未
来
に
向
か
っ
て
挑

戦
し
、
繁
栄
し
て
い
く
年
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
町

民
皆
様
の
本
年
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
あ
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年
元
旦

謹 賀
年 頭 の ご
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「私たち子年は、今年１年も良い年  になるよう、小さなことをコツコツ積み重ねます」
＜幌延の年男・年女特集＞

　一 昨 年 の11月、
私と同じ誕生日に長
男颯友（はやと）が
生まれました。昨年
1年間は子育てだけ
で本当にあっという
間に過ぎた感じがし
ます。
　日を追うごとに成
長する息子の姿に毎
日驚かされます。今
年はきっと歩き回れ
るようになるのか
な。旦 那 と3人 で
色々なところに遊び

に行って楽しむ年にしたいです。

　昨年春に幌延に
引っ越してきました。
この１年の中で運動
会が一番印象に残っ
ています。負けては
しまいましたが、綱
取り合戦がとても楽
しかった。
　４月には最上級生
の６年生になります。
新１年生と一緒に登
校する「お世話活
動」があります。１

年生が学校で緊張しすぎないよう、優しく声をかけて
あげられる先輩になりたいです。

● 中問寒 ●
尾内 亜紀（おうち・あき）さん

昭和59年11月生まれ

● 幌延小6年 ●
相澤 翔夢（あいざわ・とむ）くん

平成20年3月生まれ

● 幌延小5年 ●
佐藤 花穏（さとう・かのん）さん

平成20年5月生まれ

　令和になり、初めて新年を迎えた今年は、干支のスタート「子年」です。
ねずみは子供をたくさん産み、子供の成長が早いことから、子年は子
孫が繁栄するという縁起の良い年といわれています。今回、町内に住
む子年の皆さんに今年の抱負を聞いてみました。

　小学生最後となる剣道の町内大会が1月12日にあり
ます。1番になれるよう頑張ります。
　今年は中学生になる年です。勉強が難しくなり、特
に苦手な国語が心配なので、家でもしっかり勉強をし
ないと。部活は吹奏楽部に入りたいです。

　昨年、酪農を学びたいという外国人実習生を初めて
受け入れました。中国人の于（うー）さん夫婦ですが、
とても一生懸命学んでくれています。2人から聞く異文
化の話は興味深く、おもしろい。今年はさらに多くの
人と出会い、楽しく過ごしたいです。

● 上幌延 ●
横峰 幸人（よこみね・ゆきひと）さん

昭和47年10月生まれ

　地域の皆さまに支えられ、喰い処「菜味季」は昨年
11月に開業20周年を迎えることができました。心から
感謝いたします。20周年を記念して開いたチャリティー
イベントで皆さまからいただいた募金は、幌延町社会
福祉協議会と台風19号の被災地へ贈らせていただき
ました。年を一つずつ重ねながら、今日できることを
着実にやっていきたいと思います。

● 幌　延 ●
藤井 サキ子（ふじい・さきこ）さん

昭和11年11月生まれ

● 下　沼 ●
無量谷 裕二（むりょうや・ゆうじ）さん

昭和35年10月生まれ
　今年は還暦を迎え
る人生の節目になり
ます。子供3人のう
ち、次男と長女がま
だ学生なので、もう
少し仕事を頑張らな
いといけないです
ね。
　今は乳価が良い
ので、妻と2人でで
きる範囲で少しずつ
牛を増やせる年にし
たいと思っていま
す。

　風邪や病気に気を付け、無理せず頑張ります。

● 幌　延 ●
寺岡 沙織（てらおか・さおり）さん

平成8年9月生まれ
　昨年春、念願の
音楽教諭として幌延
中学校で働き始めま
したが、初の社会人
生活に戸惑うことが
多い１年でした。そ
れでも、研修で数日
間学校を離れて戻っ
てきた時、「先生お
かえりなさい」と生
徒から言われ、教師
であることを強く実
感できたことがうれ
しかった。
　良い生徒に恵ま
れ、毎日が充実して

います。２年目の今年は、音楽の楽しさをより伝えら
れるよう精進します。

　　　　　　　　　
　乳牛、肉牛合わせて50頭余りを飼っています。
　昨年は幌延では災害のない良い年でした。今年はさ
らに良い年になることを期待しています。牛飼いは体
が資本。焼酎を飲んで風邪予防に努めます。今年も家
族と犬たちと健康に過ごしたいですね。

● 中問寒 ●
安孫子 二三夫（あびこ・ふみお）さん

昭和23年2月生まれ

于さん夫婦 横峰さん
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　日を追うごとに成
長する息子の姿に毎
日驚かされます。今
年はきっと歩き回れ
るようになるのか
な。旦 那 と3人 で
色々なところに遊び

に行って楽しむ年にしたいです。

　昨年春に幌延に
引っ越してきました。
この１年の中で運動
会が一番印象に残っ
ています。負けては
しまいましたが、綱
取り合戦がとても楽
しかった。
　４月には最上級生
の６年生になります。
新１年生と一緒に登
校する「お世話活
動」があります。１

年生が学校で緊張しすぎないよう、優しく声をかけて
あげられる先輩になりたいです。

● 中問寒 ●
尾内 亜紀（おうち・あき）さん

昭和59年11月生まれ

● 幌延小6年 ●
相澤 翔夢（あいざわ・とむ）くん

平成20年3月生まれ

● 幌延小5年 ●
佐藤 花穏（さとう・かのん）さん

平成20年5月生まれ

　令和になり、初めて新年を迎えた今年は、干支のスタート「子年」です。
ねずみは子供をたくさん産み、子供の成長が早いことから、子年は子
孫が繁栄するという縁起の良い年といわれています。今回、町内に住
む子年の皆さんに今年の抱負を聞いてみました。

　小学生最後となる剣道の町内大会が1月12日にあり
ます。1番になれるよう頑張ります。
　今年は中学生になる年です。勉強が難しくなり、特
に苦手な国語が心配なので、家でもしっかり勉強をし
ないと。部活は吹奏楽部に入りたいです。

　昨年、酪農を学びたいという外国人実習生を初めて
受け入れました。中国人の于（うー）さん夫婦ですが、
とても一生懸命学んでくれています。2人から聞く異文
化の話は興味深く、おもしろい。今年はさらに多くの
人と出会い、楽しく過ごしたいです。

● 上幌延 ●
横峰 幸人（よこみね・ゆきひと）さん

昭和47年10月生まれ

　地域の皆さまに支えられ、喰い処「菜味季」は昨年
11月に開業20周年を迎えることができました。心から
感謝いたします。20周年を記念して開いたチャリティー
イベントで皆さまからいただいた募金は、幌延町社会
福祉協議会と台風19号の被災地へ贈らせていただき
ました。年を一つずつ重ねながら、今日できることを
着実にやっていきたいと思います。

● 幌　延 ●
藤井 サキ子（ふじい・さきこ）さん

昭和11年11月生まれ

● 下　沼 ●
無量谷 裕二（むりょうや・ゆうじ）さん

昭和35年10月生まれ
　今年は還暦を迎え
る人生の節目になり
ます。子供3人のう
ち、次男と長女がま
だ学生なので、もう
少し仕事を頑張らな
いといけないです
ね。
　今は乳価が良い
ので、妻と2人でで
きる範囲で少しずつ
牛を増やせる年にし
たいと思っていま
す。

　風邪や病気に気を付け、無理せず頑張ります。

● 幌　延 ●
寺岡 沙織（てらおか・さおり）さん

平成8年9月生まれ
　昨年春、念願の
音楽教諭として幌延
中学校で働き始めま
したが、初の社会人
生活に戸惑うことが
多い１年でした。そ
れでも、研修で数日
間学校を離れて戻っ
てきた時、「先生お
かえりなさい」と生
徒から言われ、教師
であることを強く実
感できたことがうれ
しかった。
　良い生徒に恵ま
れ、毎日が充実して

います。２年目の今年は、音楽の楽しさをより伝えら
れるよう精進します。

　　　　　　　　　
　乳牛、肉牛合わせて50頭余りを飼っています。
　昨年は幌延では災害のない良い年でした。今年はさ
らに良い年になることを期待しています。牛飼いは体
が資本。焼酎を飲んで風邪予防に努めます。今年も家
族と犬たちと健康に過ごしたいですね。

● 中問寒 ●
安孫子 二三夫（あびこ・ふみお）さん

昭和23年2月生まれ

于さん夫婦 横峰さん



幌  

延  

町

町　
　
　
長　
野
々
村　
仁

副　
町　
長　
岩
川　
実
樹

総
務
財
政
課
長　
藤
井　
和
之

住
民
生
活
課
長　
早
坂　
　
敦

保
健
福
祉
課
長　
村
上　
貴
紀

企
画
政
策
課
長　
藤
田　
秀
紀

産
業
振
興
課
長　
山
本　
基
継

建
設
管
理
課
長　
島
田　
幸
司

幌
延
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

所　
　
　
長　
田
川　
豊
秋

　
岩
川　
実
樹

幌
延
町
議
会

議　
　
　
長　
高
橋　
秀
之

副　
議　
長　
西
澤　
裕
之

議　
　
　
員　
植
村　
　
敦

岡
本　
則
夫

齋
賀　
弘
孝

富
樫　
直
敏

無
量
谷　
隆

𠮷
原　
哲
男

事 

務 

局 

長　
植
村
美
佐
子

幌
延
町
教
育
委
員
会

教　
育　
長　
木
澤　
瑞
浩

委　
　
　
員　
佐
藤　
友
子

　
　
　
　
　
澤
谷　
敦
美

　
　
　
　
　
堀　
　
英
夫

　
　
　
　
　
　
前
田　
雅
信

教 

育 

次 

長　
伊
藤　
一
男

幌
延
町
選
挙
管
理
委
員
会

委　
員　
長　
横
尾　
　
明

委　
　
　
員　
瀨
戸　
浩
行

　
　
　
　
　
三
好　
和
夫

　
　
　
　
　
山
口　
幸
子

事 

務 

局 

長　
藤
井　
和
之

幌
延
町
農
業
委
員
会

会　
　
　
長　
夘
子
澤

彦

委　
　
　
員　
井
上　
敏
昭

卯
子
澤
春
雄

　
　
　
　
　
小
島　
和
博

　
　
　
　
　
庄
司　
金
八

　
　
　
　
　
髙
橋　
英
美

　
　
　
　
　
糠　
　
則
明

　
　
　
　
　
無
量
谷　
隆

無
量
谷　
稔

事 

務 

局 

長　
山
本　
基
継

幌
延
町
監
査
委
員

代
表
監
査
委
員　
利
波　
隆
造

委　
　
　
員　
富
樫　
直
敏

幌
延
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委　
員　
長　

野　
福
一

委　
　
　
員　
大
平　
昌
司

　
　
　
　
　
成
田　
義
弘

北
留
萌
消
防
組
合
幌
延
町
消
防
団

団　
　
　
長　
松
永　
継
男

副　
団　
長　
板
垣　
富
夫

副　
団　
長　
森
崎　
英
典

幌 

延 

支 

署

支　
署　
長　
竹
岡　
政
仁

西
天
北
五
町
衛
生
施
設
組
合

事　
務　
長　
岡
田　
英
樹

　
　
　
　
　
他　
職
員
一
同

（
議
員・委
員
に
つ
い
て
は
五
十
音
順
）

謹 賀 新 年
本年もよろしく
　　お願いいたします

幌 延 町 民 憲 章
　わたくしたちは、悠久の大河天塩川と広大な平
野、豊かな森林に恵まれ、北の大自然と共に生き
る幌延の町民です。
　北緯45度の厳しい風雪に耐えて、郷土の礎を築
いた先人たちの労苦に感謝するとともに、その意
思を受け継ぎ、この町に生きることに誇りと喜び
をもって、未来につなぐまちをつくるために、こ
の町民憲章を定めます。

１　共に支え合い、未来に夢をもち、
　　　住みよい協働のまちをつくります
１　働くことに誇りをもち、地域資源を活
　　　かした、活力あるまちをつくります
１　生命（いのち）を尊び、人を愛し、
　　　笑顔あふれるまちをつくります
１　心身を鍛え、文化の香り高い、
　　　いきがいと希望に満ちたまちをつくります
１　自然の恵みに感謝し、美しい自然環境を守り、
　　　人に優しいまちをつくります

事　
務　
長

事
務
取
扱
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第
8
回
幌
延
町
議
会
（
定
例

会
）
は
12
月
9
日
に
開
会
さ
れ
、

報
告
1
件
、
議
案
13
件
を
原
案

ど
お
り
可
決
し
、
同
日
閉
会
し

ま
し
た
。

▽
報
告
第
1
号

　
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　

町
道
幌
延
下
沼
線
過
疎
対
策

道
路
改
良
工
事
請
負
契
約
の
変

更
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

▼
議
案
第
1
号

　
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条

例
及
び
幌
延
町
議
会
議
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
町

長
以
下
３
役
と
議
会
議
員
の
期

末
手
当
の
支
給
率
を
引
き
上
げ

る
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
議
案
第
２
号

　
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
町

職
員
の
給
与
、
勤
勉
手
当
、
住

居
手
当
、
時
間
外
勤
務
手
当
に

関
す
る
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
議
案
第
3
号

　
幌
延
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

旧
氏
に
よ
る
印
鑑
登
録
及
び

旧
氏
を
併
記
し
た
証
明
書
の
発

行
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

▼
議
案
第
4
号

　
幌
延
町
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
法
に
基
づ
き
、

幌
延
町
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
に
関
す
る
必

要
な
事
項
を
定
め
た
条
例
の
制

定
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
議
案
第
5
号

　
幌
延
町
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末

手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
法
に
基
づ
き
、

幌
延
町
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
の
報
酬
な
ど
に
関

す
る
必
要
な
事
項
を
定
め
た
条

例
の
制
定
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
議
案
第
6
号

　
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

町
職
員
の
懲
戒
の
手
続
き
及

び
効
果
に
関
す
る
条
例
な
ど
の

制
定
で
す
。

▼
議
案
第
7
号

　
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
者
が
、

こ
れ
ま
で
欠
格
事
由
に
あ
た
っ

て
い
た
資
格
、
職
種
、
業
務
な

ど
の
欠
格
条
項
を
見
直
す
改
正

で
す
。

▼
議
案
第
8
号

　
平
成
31
年
度
幌
延
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

　

補
正
内
容
は
、
歳
入
が
繰
入

金
1
億
５
６
１
１
万
円
減
な
ど
、

歳
出
は
問
寒
別
地
区
道
営
畑
地

帯
総
合
整
備
事
業
１
，
４
６
４

万
円
減
な
ど
で
す
。

▼
議
案
第
9
号

　
平
成
31
年
度
幌
延
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号
）

　

補
正
内
容
は
、
歳
入
が
国
民

健
康
保
険
税
６
１
４
万
３
千
円

増
な
ど
、
歳
出
は
過
年
度
分
の

国
庫
支
出
金
返
還
金
４
０
０
万

円
増
な
ど
で
す
。

　
▼
議
案
第
10
号

　
平
成
31
年
度
幌
延
町
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）

　

補
正
内
容
は
、
歳
入
は
財
産

貸
付
収
入
13
万
２
千
円
増
な
ど
、

歳
出
は
看
護
師
の
採
用
な
ど
に

よ
る
診
療
所
人
件
費
３
０
４
万

８
千
円
増
な
ど
で
す
。

▼
議
案
第
11
号

　
平
成
31
年
度
幌
延
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2

号
）

　

補
正
内
容
は
、
保
険
事
業
勘

定
の
歳
入
は
一
般
会
計
繰
入
金

２
８
０
万
５
千
円
減
な
ど
、
歳

出
は
保
健
事
業
勘
定
と
サ
ー
ビ

ス
事
業
勘
定
の
人
件
費
の
精
査

に
よ
る
補
正
な
ど
で
す
。

▼
議
案
第
12
号

　
平
成
31
年
度
幌
延
町
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号
）

　

補
正
内
容
は
、
歳
入
が
繰
越

金
２
８
８
万
９
千
円
増
で
、
歳

出
は
建
設
改
良
基
金
の
積
立
金

３
４
６
万
５
千
円
増
な
ど
で
す
。

▼
議
案
第
13
号

　
平
成
31
年
度
幌
延
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）

　

補
正
内
容
は
、
歳
入
は
一
般

会
計
繰
入
金
４
３
２
万
４
千
円

減
な
ど
、
歳
出
は
施
設
管
理
費

の
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
維
持

管
理
業
務
な
ど
の
精
査
１
７
０

万
６
千
円
減
な
ど
で
す
。

第
8
回

幌
延
町
議
会

（
定
例
会
）

一 

般 

質 

問

無
量
谷
　
隆
　
議
員

〇
小
型
風
力
発
電
設
備
等
の
設

置
条
例
に
つ
い
て

〇
新
規
就
農
の
研
修
牧
場
に
つ

い
て

植
村
　
　
敦
　
議
員

〇
町
の
広
報
活
動
方
法
に
つ
い

て〇
幌
延
町
企
業
誘
致
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

行 

政 

報 

告

・
令
和
2
年
度
以
降
の
幌
延
深

地
層
研
究
計
画
案
に
か
か
る
町

の
対
応
に
つ
い
て
（
口
頭
に
よ

る
）

※
詳
細
は
10
～
12
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す

教
育
行
政
報
告

・
宗
谷
管
内
教
育
研
究
大
会
の

開
催
に
つ
い
て

・
全
道
中
学
校
英
語
暗
唱
大
会

の
結
果
に
つ
い
て

・
青
少
年
保
護
育
成
弁
論
大
会

の
結
果
に
つ
い
て

・
問
寒
別
中
学
校
生
徒
の
表
彰

に
つ
い
て

・
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の

公
表
に
つ
い
て

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
に
つ

い
て

・
前
教
育
委
員
の
文
部
科
学
大

臣
表
彰
に
つ
い
て

平成31年度　補正予算（1２月定例会） 　（単位：千円）
会　　　　計 補 正 前 補 正 額 補 正 後

一般会計 5,094,678 ▲45,341 5,049,337
国民健康保険特別会計 308,285 8,198 316,483
国民健康保険診療所
特別会計 323,256 175 323,431

介護保険特別会計 265,005 ▲2,040 262,965
簡易水道事業特別会計 50,608 2,889 53,497
下水道事業特別会計 227,262 ▲2,996 224,266
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和田 克法氏　瑞宝単光章受章

原 哲男氏
北海道社会貢献賞受賞

番坂 啓介氏
文部科学大臣表彰

　元幌延町消防団副団長の和田克法氏に瑞宝単光章が授与されました。
　和田氏は、昭和54年4月から平成29年3月までの38年間にわたって、消防団員としてご活躍
され、平成27年4月から退団までの2年間を消防団副団長として、地域の防災や後輩団員の育成

にご尽力され
ました。
　伝 達 式 は
12月16日 に
町役場で行わ
れ、野々村仁
町長から勲
記、勲章が手
渡されまし
た。

　元幌延町教育委員会委員の番坂啓介氏が、
文部科学大臣表彰（地方教育行政功労者）を
授与されました。

　幌延町議会議員の𠮷𠮷𠮷𠮷氏が、𠮷𠮷𠮷𠮷
会貢献賞（自治功労者）を受賞されました。

　𠮷𠮷氏は、平成11年𠮷月𠮷日から𠮷𠮷に𠮷
るまで20年以上にわたり、幌延町議会議員と
して、平成26年12月𠮷日から平成27年４月
30日までは副議長として、地方自治の振興や
発展に貢献されました。
　伝達式は12月9日に町役場で行われ、野々
村仁町長から表彰状と記念品が手渡されまし
た。

　番坂氏は、平成２年10月から同30年9月ま
で28年にわたって教育委員会委員を務めら
れ、平成12年から同28年までは教育委員長と
して幌延町の教育行政の推進に寄与されまし
た。
　伝達式は12月18日に町役場で行われ、宮岡
孝博宗谷教育局長から表彰状と記念品が手渡
されました。
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　民生委員・児童委員、主任児童委員の一斉改選（3年に1度）が行われ、各委員は12月1日付けで
厚生労働大臣と北海道知事からそれぞれ委嘱されました。各委員を紹介します。

民生委員・児童委員名簿（敬称略）　　　　　　　は新任
担　当　地　区 氏　　名 住　所

上問寒、中問寒、問寒別東
・西・北・南、雄興 前　田　雅　信 字問寒別

問寒別第１、第２、第３ 小　川　加津子 字問寒別
下沼南、下沼、幌延西、
サロベツ、幌延第１ 富　樫　とも子 字下沼

第１、双葉 中　岡　妙　子 4条南１丁目
すずらん 番　坂　睦　子 5条南１丁目
さくら、北進 田　村　真　造 字幌延
第７ 宮　古　雅　孝 栄町
第９、つばめ 小　玉　利　治 字幌延
元町、開進、上幌延 植　村　祐貴子 字上幌延
第１０ 鳴　海　千恵子 字幌延

主任児童委員 佐　藤　友　子 元町
主任児童委員 遠　藤　直　美 字問寒別

※任期は令和元年12月1日から令和４年11月３０日までの3年間

　民生委員・児童委員は、常に住民の立場に立ち、担当地域に暮らす住民の身近な相談相手として、
生活上の心配ごとや困りごと、医療や介護、母子保健などの相談に応じ、課題解決のために必要な
支援の「パイプ役」となって、地域福祉の増進のために重要な役割を担っています。また、子育て
に関する支援を専門とする主任児童委員も、関係機関と連携、調整、協力しながら活動をしていま
す。
　民生委員・児童委員、主任児童委員は地域の見守り役として、定期的な訪問などを通じて、高齢
者や障がい者世帯、子どもたちの見守りを行っています。「プライバシーが侵害される」「かまっ
てほしくない」と訪問を断る方もいますが、民生委員、児童委員には法による守秘義務があります
ので、相談内容を他人に伝えることはしません。困りごとがありましたら、民生委員、児童委員に
安心してご相談ください。

この度の一斉改選で、1名の方が退任されました。これまで、ありがとうございました。

退任　日野 勝信氏（担当地区：元町、開進、上幌延、1年11カ月在任）

退任のお知らせ

新しい民生委員・児童委員を紹介します

新任委員

植村 祐貴子さん

遠藤 直美さん
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12
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
第

８
回
幌
延
町
議
会
定
例
会
に
お

い
て
、
野
々
村
仁
町
長
が
行
政

報
告
で
、「
令
和
２
年
度
以
降

の
幌
延
深
地
層
研
究
計
画

（
案
）」
に
対
す
る
町
の
方
針

に
つ
い
て
表
明
し
た
の
で
、
そ

の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
本
年
８
月
２
日
に
、
国
立
研

究
開
発
法
人 

日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構
（
以
下
、
原
子
力

機
構
）
か
ら
、
幌
延
深
地
層
研

究
計
画
に
つ
い
て
北
海
道
、
幌

延
町
及
び
原
子
力
機
構
が
締
結

し
た
三
者
協
定
に
基
づ
く
計
画

内
容
変
更
協
議
の
申
し
入
れ
を

受
け
て
以
降
、
三
者
協
定
に
基

づ
く
「
幌
延
深
地
層
研
究
の
確

認
会
議
」（
以
下
、
確
認
会
議
）

が
設
置
さ
れ
、
９
月
1０
日
か
ら

５
回
に
わ
た
り
、
確
認
会
議
に

お
い
て
、
申
し
入
れ
を
受
け
た

研
究
計
画
案
に
つ
い
て
、
そ
の

必
要
性
や
妥
当
性
、
三
者
協
定

と
の
整
合
性
を
論
点
と
し
て
、

専
門
有
識
者
を
交
え
て
協
議
を

い
た
し
ま
し
た
。

確
認
会
議
で
の
確
認
事
項

■
研
究
の
進
捗
状
況
の
確
認
と

評
価
を
し
つ
つ
、
研
究
計
画

案
に
つ
い
て
、
当
初
計
画
の

変
更
を
必
要
と
す
る
環
境
の

変
化
や
変
更
の
理
由
な
ど
が

適
切
な
も
の
か
。

■
当
初
計
画
と
の
変
更
内
容
の

問
題
点
や
疑
問
点
な
ど
を
確

認
し
な
が
ら
、
変
更
理
由
と

変
更
内
容
が
合
致
し
て
い
る

か
。

■
研
究
計
画
案
が
三
者
協
定
と

の
間
で
齟
齬(

そ
ご)

が
な
い

か
。

　
こ
れ
ら
の
事
項
を
北
海
道
、

幌
延
町
、
専
門
有
識
者
の
ほ
か
、

52
名
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
２
０
０

件
の
質
問
等
も
加
え
て
、
原
子

力
機
構
と
の
質
疑
応
答
と
い
う

形
で
進
め
ら
れ
、
11
月
６
日
に

開
催
さ
れ
た
第
５
回
確
認
会
議

に
お
い
て
、
今
ま
で
の
確
認
会

議
で
確
認
さ
れ
た
内
容
が
取
り

ま
と
め
ら
れ
、
確
認
会
議
の
全

日
程
が
終
了
し
、
同
日
付
け
で
、

確
認
結
果
に
つ
い
て
文
書
に
よ

り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

確
認
会
議
か
ら
報
告
さ
れ
た

確
認
内
容

　
「
必
要
性
」「
妥
当
性
」「
三

者
協
定
と
の
整
合
性
」
の
論
点

に
よ
り
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

「
必
要
性
」

○
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て

・
地
層
処
分
を
実
施
す
る
た
め

に
必
要
な
技
術
・
方
法
の
信

頼
性
に
つ
い
て
、
実
際
の
地

質
環
境
で
確
認
し
、
深
地
層

を
体
験
・
理
解
す
る
た
め
の

場
で
あ
る
こ
と
。

・
幌
延
の
地
下
研
究
施
設
は
、

最
終
処
分
場
と
し
な
い
場
所

で
技
術
を
磨
く
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
地
下
研
究
施
設
で
あ
る
こ

と
。

○
日
本
に
お
け
る
地
層
処
分
研

究
の
位
置
付
け
に
つ
い
て

 

日
本
で
も
地
層
処
分
が
技
術

的
に
実
施
可
能
と
国
内
外
の
専

門
家
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
お

り
、
国
の
「
特
定
放
射
性
廃
棄

物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
基
本

方
針
」
や
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
」
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の

信
頼
性
を
高
め
る
た
め
、
地
下

研
究
施
設
を
使
っ
て
研
究
開
発

を
行
う
こ
と
は
重
要
と
認
識
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

○
外
部
評
価
の
結
果
に
つ
い
て

・
評
価
委
員
会
か
ら
は
、「
全

体
と
し
て
概
ね
適
切
に
研
究

が
遂
行
さ
れ
、
当
期
５
カ
年

の
目
標
を
達
成
で
き
た
」
と

評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部

研
究
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い

な
い
と
評
価
さ
れ
た
こ
と
。

・
評
価
委
員
会
の
評
価
に
あ
る

「
技
術
の
確
立
が
可
能
な
水

準
に
達
す
る
ま
で
」
と
は
、

地
下
研
究
施
設
で
研
究
し
た

技
術
が
処
分
施
設
の
地
下
環

境
で
活
用
で
き
る
状
態
と
い

う
意
味
で
あ
る
こ
と
。

○
幌
延
で
の
研
究
計
画
延
長
の

必
要
性
に
つ
い
て

・
研
究
計
画
に
つ
い
て
は
、
全

体
と
し
て
概
ね
適
切
に
研
究

が
遂
行
さ
れ
た
が
、
一
部
研

究
に
遅
れ
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
成
果
が
十
分
に

得
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
研

究
成
果
を
得
る
た
め
に
は
、

継
続
し
て
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
研
究
が
あ
る
こ
と
。

・
研
究
延
長
が
必
要
と
な
っ
た

の
は
、
外
部
評
価
に
加
え
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
規
制
委
員

会
か
ら
地
層
処
分
に
関
し
、

処
分
場
建
設
許
可
申
請
に
対

す
る
審
査
結
果
が
示
さ
れ
た

こ
と
な
ど
国
内
外
の
地
層
処

分
を
巡
る
状
況
に
変
化
が
あ

る
こ
と
。

○
瑞
浪
が
研
究
を
終
了
す
る
の

に
対
し
、
幌
延
で
の
研
究
を

続
け
る
理
由
に
つ
い
て

・
瑞
浪
は
地
層
科
学
研
究
の
み

令
和
２
年
度
以
降
の
幌
延
深
地
層
研
究
計
画
（
案
）
に
係
る
町
の
対
応
に
つ
い
て
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行
っ
て
お
り
、
所
期
の
目
的

を
達
成
し
た
た
め
埋
め
戻
す

の
に
対
し
て
、
幌
延
で
は
、

地
層
科
学
研
究
と
地
層
処
分

研
究
開
発
の
両
方
を
行
っ
て

お
り
、
地
層
科
学
研
究
は
、

ほ
ぼ
終
了
し
た
が
、
地
層
処

分
研
究
開
発
は
継
続
が
必
要

で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
関
連

す
る
地
層
科
学
研
究
も
一
部

継
続
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

「
妥
当
性
」

○
研
究
計
画
案
と
当
初
計
画
の

範
囲
の
関
係
に
つ
い
て

・
当
初
計
画
の
研
究
で
は
、
三

つ
の
必
須
の
課
題
に
重
点
を

お
い
て
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、

研
究
計
画
案
の
研
究
も
三
つ

の
必
須
の
課
題
の
範
囲
内
で

行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
、
い
ず
れ
の
研
究
も
放
射

性
廃
棄
物
を
持
ち
込
ま
な
い

研
究
で
あ
る
こ
と
。

・
こ
の
こ
と
か
ら
、
研
究
計
画

案
は
、
新
た
な
研
究
計
画
で

は
な
く
、
研
究
期
間
の
延
長

で
あ
り
、
三
者
協
定
第
７
条

に
基
づ
く
、
研
究
計
画
の
内

容
の
変
更
の
対
象
と
な
る
こ

と
。

〇
研
究
期
間
に
つ
い
て

・
令
和
２
年
度
以
降
の
研
究
は
、

第
３
期
及
び
第
４
期
中
長
期

目
標
期
間
を
通
じ
て
、
技
術

基
盤
の
整
備
の
完
了
が
確
認

さ
れ
る
よ
う
進
め
る
こ
と
。

・
令
和
２
年
度
以
降
の
幌
延
深

地
層
研
究
計
画
（
案
）
に
記

さ
れ
て
い
る
第
４
期
中
長
期

目
標
期
間
は
、
令
和
４
年
度

か
ら
令
和
1０
年
度
で
あ
る
こ

と
。

○
研
究
終
了
ま
で
の
工
程
と
そ

の
後
の
埋
め
戻
し
に
つ
い
て

・
原
子
力
機
構
が
第
３
期
中
長

期
計
画
の
中
で
、「
平
成
３1

年
度
末
ま
で
に
研
究
終
了
ま

で
の
工
程
や
そ
の
後
の
埋
め

戻
し
に
つ
い
て
決
定
す
る
」

と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
研
究
計
画
案
に
「
こ
れ

ら
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
以
降
、
第
３
期

及
び
第
４
期
中
長
期
目
標
期

間
を
目
途
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
上
で
、
国
内
外
の
技
術

動
向
を
踏
ま
え
て
、
地
層
処

分
の
技
術
基
盤
の
整
備
の
完

了
が
確
認
で
き
れ
ば
、
埋
め

戻
し
を
行
う
こ
と
を
具
体
的

工
程
と
し
て
示
し
ま
す
」
と

示
し
て
い
る
こ
と
。

・
令
和
２
年
度
以
降
の
研
究
は
、

第
３
期
及
び
第
４
期
中
長
期

目
標
期
間
を
通
じ
て
、
技
術

基
盤
の
整
備
の
完
了
が
確
認

さ
れ
る
よ
う
進
め
る
こ
と
。

・
第
４
期
中
長
期
目
標
期
間
で

技
術
基
盤
の
整
備
の
完
了
が

確
認
で
き
た
場
合
に
は
、
研

究
を
終
了
す
る
こ
と
。

・「
技
術
基
盤
の
整
備
の
完
了
」

と
は
、
幌
延
深
地
層
研
究
セ

ン
タ
ー
の
地
下
施
設
に
お
い

て
、
調
査
技
術
や
モ
デ
ル
化

・
解
析
技
術
が
実
際
の
地
質

環
境
に
適
用
し
て
、
そ
の
有

効
性
が
示
さ
れ
た
状
態
を
意

味
す
る
こ
と
。

・「
地
層
処
分
の
技
術
基
盤
の

整
備
の
完
了
が
確
認
で
き
れ

ば
」
と
は
、
国
や
原
子
力
機

構
の
外
部
評
価
委
員
会
等
で
、

外
部
専
門
家
に
よ
り
確
認
が

行
わ
れ
る
も
の
と
想
定
し
て

い
る
こ
と
。

・
仮
に
、
技
術
基
盤
の
整
備
の

完
了
が
確
認
で
き
ず
、
研
究

を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
場

合
に
は
、
原
子
力
機
構
は
、

改
め
て
、
計
画
変
更
の
協
議

を
申
し
入
れ
る
が
、
協
議
が

整
わ
な
け
れ
ば
計
画
は
変
更

で
き
ず
、
第
４
期
中
長
期
目

標
期
間
で
終
了
す
る
こ
と
。

・「
埋
め
戻
し
を
行
う
こ
と
を

具
体
的
工
程
と
し
て
示
す
」

の
「
具
体
的
工
程
」
と
は
、

施
工
方
法
、
作
業
手
順
、
期

間
等
で
あ
る
こ
と
。

・
研
究
計
画
案
の
「
処
分
概
念

オ
プ
シ
ョ
ン
の
実
証
」
に
記

載
し
た
実
証
試
験
以
外
の
立

坑
な
ど
の
埋
め
戻
し
は
、
本

研
究
計
画
案
で
は
、
研
究
対

象
と
し
て
い
な
い
こ
と
。

○
深
度
５
０
０
ｍ
で
の
研
究
に

つ
い
て

　
第
３
期
及
び
第
４
期
中
長
期

目
標
期
間
に
お
い
て
、
３
５
０

ｍ
調
査
坑
道
で
各
研
究
に
取
り

組
む
中
で
、
深
度
５
０
０
ｍ
で

も
研
究
を
行
う
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
た
場
合
に
は
、
５
０
０
ｍ

の
掘
削
を
判
断
す
る
こ
と
。

○
施
設
の
安
全
確
保
対
策
に
つ

い
て

　
設
置
し
て
か
ら
長
期
間
が
経

過
し
て
い
る
機
械
や
設
備
に
つ

い
て
は
、
更
新
や
補
修
の
計
画

を
立
て
て
、
計
画
的
に
更
新
作

業
や
補
修
作
業
を
実
施
す
る
こ

と
。「

三
者
協
定
と
の
整
合
性
」

○
放
射
性
核
種
の
持
ち
込
み
に

つ
い
て

　
三
者
協
定
を
遵
守
し
、
放
射

性
廃
棄
物
を
持
ち
込
ま
ず
、
ま

た
、
放
射
性
核
種
を
利
用
し
な

く
て
も
、
有
効
な
デ
ー
タ
を
取

得
で
き
る
こ
と
。

○
国
内
外
の
関
係
機
関
の
資
金

や
人
材
の
活
用
に
つ
い
て

・「
国
内
外
の
関
係
機
関
の
資

金
や
人
材
の
活
用
」
の
国
内

外
の
関
係
機
関
に
は
、
現
時

点
で
具
体
的
な
計
画
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
最
終
処

分
事
業
を
行
う
実
施
主
体
で

あ
る
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
も
想
定
し
得

る
こ
と
。

・
仮
に
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
資
金
や
人
11　◀ほろのべの窓　2020. １月号



材
を
活
用
す
る
場
合
で
も
、

地
下
等
の
研
究
施
設
は
、
Ｎ

Ｕ
Ｍ
Ｏ
へ
の
譲
渡
や
貸
与
を

行
わ
な
い
こ
と
を
前
提
に
、

原
子
力
機
構
が
主
体
と
な
っ

て
、
原
子
力
機
構
の
研
究
目

的
や
課
題
と
整
合
し
、
原
子

力
機
構
の
責
任
に
お
い
て
、

研
究
施
設
を
運
営
・
管
理
す

る
こ
と
。

○
情
報
の
公
開
に
つ
い
て

・
研
究
が
順
調
で
あ
る
と
報
告

し
た
平
成
３０
年
度
の
成
果
報

告
書
の
説
明
後
、
間(

あ
い

だ)

を
空
け
ず
に
令
和
元
年

８
月
２
日
に
本
研
究
計
画
案

の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
の
は
、

本
年
３
月
ま
で
評
価
委
員
会

に
お
い
て
評
価
を
行
い
、
そ

の
評
価
へ
の
対
応
を
検
討
し
、

本
研
究
計
画
案
に
つ
い
て
組

織
決
定
し
た
の
が
８
月
１
日

で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
。

○
三
者
協
定
の
遵
守
に
つ
い
て

・
原
子
力
機
構
は
、
今
後
と
も

三
者
協
定
を
遵
守
す
る
認
識

が
あ
る
こ
と
。

・
最
終
処
分
場
と
せ
ず
、
研
究

終
了
後
に
埋
め
戻
す
こ
と
。

幌
延
町
の
対
応
と
経
緯

　
一
方
、
町
は
、
９
月
25
日
か

ら
開
催
さ
れ
た
町
政
懇
談
会
に

お
い
て
、
原
子
力
機
構
か
ら
協

議
申
し
入
れ
の
あ
っ
た
研
究
計

画
案
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
、

懇
談
会
参
加
者
か
ら
2０
件
の
ご

意
見
と
９
件
の
ご
質
問
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ご
質
問
の
ほ
と
ん
ど
が
、
研

究
計
画
案
の
内
容
に
関
す
る
事

項
で
、
ご
意
見
と
し
て
は
、

「
町
民
は
新
聞
等
の
報
道
に
よ

る
情
報
し
か
な
く
、
報
道
内
容

が
約
束
違
反
だ
と
い
う
立
場
で

主
張
さ
れ
、
そ
れ
を
聞
か
さ
れ

る
こ
と
が
憂
鬱
だ
」と
か
、「
地

下
研
究
所
に
は
、
い
ず
れ
廃
棄

物
を
埋
め
る
と
い
う
誤
解
を
招

い
て
い
る
」と
の
ご
意
見
や「
将

来
の
こ
と
だ
か
ら
結
果
は
わ
か

ら
な
い
が
、
沖
縄
の
米
軍
基
地

の
よ
う
に
、
住
民
が
反
対
し
て

も
な
し
崩
し
的
に
国
が
持
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の

ご
意
見
、「
日
本
に
お
け
る
深

地
層
の
研
究
は
大
切
な
研
究
で

あ
る
か
ら
、
引
き
続
き
研
究
が

完
璧
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
町
と

し
て
協
力
し
て
ほ
し
い
と
い
う

の
が
多
く
の
町
民
の
願
い
で
あ

る
」
と
い
う
ご
意
見
、「
研
究

計
画
案
の
内
容
が
難
し
く
て
、

多
く
の
町
民
は
理
解
し
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
ご

指
摘
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
が
研
究
を
継
続
し
て
ほ
し

い
と
い
う
ご
意
見
で
し
た
。

　
ま
た
、
確
認
会
議
で
の
研
究

計
画
案
に
関
す
る
確
認
結
果
の

報
告
を
受
け
て
、
11
月
2０
日
に

北
海
道
と
町
が
共
催
で
確
認
会

議
で
の
確
認
結
果
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

11
月
８
日
か
ら
11
月
27
日
ま
で

の
間
、
幌
延
町
在
住
者
及
び
幌

延
町
内
で
在
勤
、
在
学
さ
れ
て

い
る
方
を
対
象
に
、
ご
意
見
を

伺
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
86
名
の
方
か
ら

ご
意
見
の
提
出
が
あ
り
、
そ
の

大
多
数
が
「
地
下
研
究
施
設
を

最
終
処
分
場
に
し
な
い
な
ど
三

者
協
定
を
遵
守
し
た
う
え
で
、

研
究
期
間
延
長
を
認
め
る
べ

き
」
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

※
い
た
だ
い
た
意
見
を
抜
粋
し
、

次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

　
1０
月
４
日
に
は
、
幌
延
町
商

工
会
を
始
め
と
す
る
町
内
経
済

団
体
の
皆
様
か
ら
、
地
層
処
分

の
技
術
基
盤
が
確
立
さ
れ
る
ま

で
、
三
者
協
定
遵
守
を
大
前
提

に
、
妥
協
な
く
計
画
を
推
進
す

べ
き
と
の
要
請
を
い
た
だ
き
、

12
月
３
日
に
は
、
幌
延
町
議
会

議
員
の
皆
様
か
ら
議
員
の
総
意

で
あ
る
と
し
て
「
原
子
力
機
構

が
本
町
で
実
施
し
て
い
る
深
地

層
の
研
究
は
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
上
、
重
要
な
研
究
で
あ

り
、
充
分
な
研
究
成
果
を
得
ら

れ
る
ま
で
の
研
究
期
間
延
長
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
研
究
計
画
案

を
受
け
入
れ
る
べ
き
」
と
の
要

請
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
６
日
に
は
、
原

子
力
機
構
理
事
長
、
北
海
道
知

事
、
幌
延
町
長
に
よ
る
面
談
を

実
施
し
、
町
か
ら
は
、
原
子
力

機
構
理
事
長
に
幌
延
深
地
層
研

究
セ
ン
タ
ー
の
位
置
づ
け
や
計

画
推
進
に
あ
た
っ
て
の
基
本
認

識
に
つ
い
て
、
改
め
て
確
認
し

ま
し
た
。

面
談
で
の
確
認
事
項

・
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、
実
際
の
地
質
環
境
に
お

い
て
、
地
層
処
分
を
実
施
す

る
た
め
に
必
要
な
技
術
や
方

法
の
信
頼
性
の
確
認
な
ど
基

盤
的
な
研
究
開
発
を
行
う
た

め
の
重
要
な
研
究
拠
点
で
あ

り
、
地
下
を
体
験
・
理
解
し

て
い
た
だ
く
場
と
し
て
も
重

要
で
あ
る
こ
と
。

・
幌
延
の
地
下
研
究
施
設
は
、

最
終
処
分
場
と
し
な
い
場
所

で
技
術
を
磨
く
施
設
、「
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
地
下
研
究
施

設
」
で
あ
る
こ
と
。

・
幌
延
深
地
層
研
究
計
画
の
推

進
に
あ
た
っ
て
は
、
放
射
性

廃
棄
物
を
持
ち
込
む
こ
と
や

使
用
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
ま

た
、
最
終
処
分
場
と
は
し
な

い
こ
と
な
ど
を
定
め
た
三
者

協
定
を
遵
守
す
る
こ
と
。

幌
延
町
の
方
針
　
　

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

原
子
力
機
構
か
ら
三
者
協
定
第

７
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
前

協
議
の
申
し
入
れ
の
あ
り
ま
し

た
『
令
和
２
年
度
以
降
の
幌
延

深
地
層
研
究
計
画
（
案
）』
は
、

熟
慮
を
重
ね
た
結
果
、
幌
延
町

と
し
て
、
三
者
協
定
の
遵
守
を

前
提
に
、
受
け
入
れ
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。
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【
ご
意
見
】

●
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も

最
終
処
分
場
と
な
る
こ
と
は

絶
対
反
対
で
す
。
そ
う
な
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
十
分
な

確
認
を
し
た
上
で
の
延
長
を

お
願
い
い
た
し
た
い
。

●
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
処
分

に
つ
い
て
は
、
我
が
国
に
お

け
る
原
子
力
行
政
の
喫
緊
の

課
題
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
幌
延
で
行
わ

れ
て
い
る
研
究
を
充
分
尽
く

し
て
い
た
だ
く
事
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。

●
幌
延
町
は
、
三
者
協
定
の
当

事
者
と
し
て
、
研
究
を
円
滑

に
推
進
で
き
る
環
境
の
提
供

や
、
町
民
・
道
民
が
抱
く
懸

念
な
ど
の
払
拭
に
、
よ
り
一

層
努
め
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
ま
す
。

●
核
燃
で
働
い
て
い
る
人
々
に

罪
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
い
い

人
ば
か
り
で
す
。
町
は
人
口

減
を
お
そ
れ
、
延
長
に
賛
成

か
と
思
い
ま
す
が
、
問
題
は

別
で
す
。
人
口
を
増
や
す
た

め
に
、
も
っ
と
、
い
ろ
い
ろ

考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
核

燃
頼
み
の
幌
延
町
で
は
困
り

ま
す
。

●
地
層
処
分
は
、
工
事
開
始
か

ら
終
了
ま
で
約
１
０
０
年
、

ガ
ラ
ス
固
化
体
に
含
ま
れ
る

放
射
能
の
減
衰
ま
で
１
０
０

万
年
。
こ
の
期
間
の
活
断
層

の
変
化
・
地
下
水
の
動
き
を

ど
の
よ
う
に
予
測
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

で
す
か
ら
、
幌
延
深
地
層
研

究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
の
研

究
に
は
即
刻
終
止
符
を
打
ち
、

埋
め
戻
す
べ
き
で
す
。

●
幌
延
町
は
国
の
施
策
に
協
力

し
、
そ
れ
を
一
つ
の
地
域
振

興
策
と
し
て
進
め
て
き
た
こ

と
が
、
幌
延
町
ば
か
り
で
は

な
く
、
周
辺
自
治
体
に
も
交

付
金
が
交
付
さ
れ
て
お
り
各

地
域
で
活
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
決
し
て
間
違

っ
た
施
策
で
は
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
原
子
力
機
構
に

は
、
今
後
も
更
な
る
丁
寧
な

説
明
と
積
極
的
な
研
究
を
続

け
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

●
『「
令
和
２
年
度
以
降
の
幌

延
深
地
層
研
究
計
画（
案
）」

に
係
る
確
認
結
果
』
に
お
い

て
、
示
さ
れ
た
幌
延
深
地
層

研
究
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
、

妥
当
性
、
三
者
協
定
と
の
整

合
性
は
、
幌
延
町
で
研
究
が

継
続
し
て
行
わ
れ
る
事
由
と

し
て
充
分
だ
と
思
う
。
ま
た
、

地
層
処
分
研
究
開
発
は
、
国

に
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
協

定
を
遵
守
し
、
放
射
性
廃
棄

物
を
持
ち
込
ま
ず
、
こ
れ
ま

で
通
り
に
研
究
が
幌
延
町
で

行
わ
れ
る
こ
と
は
、
幌
延
町

に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
で
あ
る

と
思
う
。

●
原
子
力
発
電
所
を
止
め
て
も

出
続
け
る
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物

処
分
の
研
究
は
、
最
終
処
分

地
が
決
ま
っ
て
も
続
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
者
協
定
の
も
と
で
町
内
に

は
核
廃
棄
物
を
持
ち
込
ま
な

い
事
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、

町
民
の
大
多
数
が
こ
の
ま
ま

研
究
を
続
け
て
ほ
し
い
と
判

断
し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
、

1０
年
程
度
の
延
長
は
当
然
の

事
と
思
い
ま
す
。

●
北
海
道
や
幌
延
町
の
Ｈ
Ｐ
で

確
認
会
議
の
議
事
録
を
確
認

し
ま
し
た
が
、
い
つ
も
見
る

新
聞
の
記
事
で
見
た
内
容
と

全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
内

容
が
違
っ
て
い
て
驚
き
ま
し

た
。
確
認
会
議
の
中
で
は
、

原
子
力
機
構
か
ら
申
し
入
れ

の
あ
っ
た
研
究
計
画
案
の
内

容
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ

れ
た
う
え
で
、
理
論
的
に
幌

延
の
研
究
施
設
が
最
終
処
分

場
に
転
用
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
こ
と
は
全
く

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

憶
測
や
少
数
意
見
を
誇
張
し
、

情
報
が
少
な
い
私
た
ち
道
民

の
不
安
を
い
た
ず
ら
に
煽
り
、

世
論
の
誘
導
を
目
論
ん
で
い

る
の
で
は
な
い
か
と
、
と
て

も
不
安
に
感
じ
ま
し
た
し
、

恐
ろ
し
く
も
感
じ
ま
し
た
。

●
必
要
性
に
つ
い
て
、
細
か
な

説
明
が
町
民
に
対
し
て
な
さ

れ
る
と
、
よ
り
理
解
が
深
ま

る
よ
う
に
思
う
。
成
果
の
得

ら
れ
た
研
究
に
つ
い
て
も
分

か
り
や
す
い
形
で
公
開
し
て

ほ
し
い
。

※
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
一
覧
は
、
幌
延

町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
11
月
８
日
か
ら
11

月
27
日
ま
で
の
期
間
で
実
施
し

た
『「
令
和
２
年
度
以
降
の
幌

延
深
地
層
研
究
計
画
（
案
）」

に
係
る
確
認
結
果
』
に
係
る
意

見
募
集
に
つ
い
て
、
86
名
、
１

４
４
件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
抜

粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

『「
令
和
２
年
度
以
降
の
幌
延
深
地
層
研
究
計
画
（
案
）」

に
係
る
確
認
結
果
』
に
係
る
ご
意
見
（
抜
粋
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
政
策
課

　
企
画
政
策
グ
ル
ー
プ

電　
　
　
話
：
５ｰ

１
１
１
４

告
知
端
末
機
：
５ｰ

８
８
１
４
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　北海道教育委員会では、「平成３1年度（令和元年度）全国学力・学
習状況調査に関する実施要領」に基づき、道内各市町村の状況およ
び学力向上策を北海道教育委員会義務教育課のＨＰに公表していま
す。
　URL： http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/
  hk/gky/gks/gakuryoku31/top.htm
　パソコン等で閲覧できない場合、下記にお問い合わせください。

お問い合わせ先：幌延町教育委員会総務学校グループ
　　　　　　　　電話：５-1117　告知端末機：５-8817

平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査
「北海道版結果報告書」のお知らせ

　林野庁北海道森林管理局は、皆さまに国有林の役割や現状を理
解していただくとともに、幅広い意見を把握し、国有林野の管理経営
に役立てるため「国有林モニター」を募集しています。
　依頼内容は国有林や森林・林業に関するアンケート調査への回答
など。募集は48人で、依頼期間は令和2年４月～令和４年3月。応募
資格は道内在住の2０歳以上（令和2年４月1日時点）。募集期限は令
和2年2月21日で、応募方法など詳細は下記までご連絡ください。

お問い合わせ先：林野庁北海道森林管理局企画課
　　　　　　　　国有林モニター担当　電話：011-6２２-5２２8

国有林モニター募集

優良運転者講習（30分）
・遠別町生涯学習センター「マナピィ21」 
　　11日（土）午後1時～
・天塩町社会福祉会館
　　15日（水）午後1時～
・消防署 幌延支署2階
　　16日（木）午後6時３０分～

一般運転者講習（1時間）
・天塩町社会福祉会館
　　15日（水）午後1時45分～

初回運転者講習（2時間）
・天塩町社会福祉会館
　　15日（水）午前1０時～

違反運転者講習（2時間）
・天塩町社会福祉会館
　　15日（水）午後3時～

1月の運転免許更新時
講習のお知らせ

幌
延
ほ
お
ず
き
俳
句
会

冬
構
え
往
時
の
暮
し
偲
び
け
り

穫
れ
し
菜さ
い

納
屋
に
満
た
し
て
冬
構
え

兄
ち
ゃ
ん
は
か
む
り
き
り
っ
と
冬
囲
い

バ
ー
ゲ
ン
で
私
そ
ろ
そ
ろ
冬
仕
度

其そ

こ処
此こ

こ処
に
薦こ
も

着
て
緩ゆ
る

み
樹
木
眠
る

冬
囲
い
終
り
大
地
に
身
構
え
る

断
捨
離
の
縛
り
直
し
て
冬
仕
度

横
山　

貞
雄

富
樫　

堅
一

富
樫
と
も
子

熊
谷
千
恵
子

田
中　

順
子

小
玉　

利
治

田
中　

徹
男

十
一
月
定
例
俳
句
会
作
品

大雪に備えて

　いよいよ本格的な冬を迎えました。統計からみると12月～
1月は、雪が最も多く降る期間です。大雪になると、道路の
通行止めをはじめ交通機関や物流への影響、家屋などの倒壊、
停電などライフラインに大きな影響があります。また、除雪
作業中の事故、屋根からの落雪や雪下ろし時の転落も多くな
ります。
　気象台は、大雪による災害が予想される場合、“大雪特別警
報”“大雪警報”“大雪注意報”を発表し、警戒や注意を呼びかけ
ています。
　また、大雪警報と暴風雪警報は5日先までに発表される予
想があるとき、その可能性を「早期注意情報（警報級の可能性）」
として［高］［中］の２段階で発表しています。この情報は天
気予報に合わせて発表しますので、外出の予定を組まれる際
の参考にしてください。

※早期注意情報（「警報級の可能性」から名称が変わりました）
お問い合わせ先：稚内地方気象台　電話：016２-２3-２679
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地域おこし協力隊員を募集しています！

お問い合わせ先：企画政策課 企画政策グループ　電話：５－1114　告知端末機：５－8814

講演会「そうだ まちまかない会社をつくろう～田舎の力で目に物を見せよう～」
ワークショップ（第１回）「生まれ来る子どもたちに何を…～ 50年後の未来から考えよう」

日時：1月18日(土)午後1時～4時
会場：問寒別生涯学習センター
講師：地方独立行政法人北海道立総合研究機構建築研究本部北方建築総合研究所 副所長 松村博文氏
送迎：幌延町生涯学習センターから会場まで送迎バスを運行しますので、乗車希望者は１月１5日（水）

までに下記へご連絡ください。
　※ 第２回のワークショップは、２月１5日(土)午後１時から開催予定（２時間程度）

　本格的な冬が到来しました。しばらくの間、雪と上手に付き合っていかなくてはなりません。冬を
快適に過ごすため、除雪車が毎日活躍しています。除排雪作業へのご理解とご協力をお願いします。

○道路に雪を出さないでください
　車道や歩道に雪を出してしまうと道路が狭くなるほか、雪山ができるなど、交通事故の原因とな
るので、車道などへ雪を出さないようお願いします。
○路上駐車はやめてください
　路上駐車は除雪作業の妨げになりますので、しない
でください。
○除雪後残ったご自宅前の雪の処理をお願いします
　除雪の際、どうしても玄関前などに雪が残ってしま
います。ご自宅の出入口の除雪は皆さんで行っていた
だくようご理解とご協力をお願いします。

除 雪 に つ い て の お 願 い

　町は、いつまでも地域で暮らし続けたいと願う人がそこで暮
らし続けられる仕組みづくりと、地域を維持し続けるために必
要な働く場や住環境創出を目指す「地域コミュニティ形成事業」
という集落支援対策の取り組みを進めています。
　その中心的な担い手として期待される「地域おこし協力隊員」
を令和2年４月に導入するため、町では採用面接日（2月10日、
採用予定2名）に合わせて冬の幌延を知っていただく体験会を
開催します。
　体験会では、ワラベンチャー問寒クラブ主催「スノーモービ
ルランド」に参加予定です。皆さんの身近に集落支援など「ま
ちづくり」や「都市計画」の分野に興味や関心のある方がおら
れましたら、ぜひ、お声掛けくださいますようお願いします。

お問い合わせ先：建設管理課 建設グループ　電話：５－1116　告知端末機：５－8816

地域コミュニティ形成事業にかかわる「講演会」を開催

令和 2 年 4 月採用予定
  の集落支援分野での
地域おこし協力隊員
   を募集します！

【募集要項】
　・定員　　　：8名程度
　・募集期間　：1月３1日（金）まで
　・交通費助成：旅行費用の2分の1（上限４万円）

【条件】
　・25 ～ 5０歳程度で、日常生活、意思疎通力のある方
　・都市部から幌延町に移住できる方
　・普通自動車免許保有者
　・パソコンの基本操作ができる方

　※詳細は幌延町HPへ　http://www.town.horonobe.hokkaido.jp/
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幌
延
町
認
定
こ
ど
も
園

○
幼
稚
園
機
能
（
１
号
認
定
３
～
５
歳

児
）・
定
員　
15
名

・
対
象　
保
護
者
の
就
労
に
関
わ
ら
ず
、

３
歳
以
上
（
令
和
２
年
４
月
１
日
時

点
）
の
お
子
さ
ん
で
、
幼
児
教
育
を

希
望
す
る
方

・
教
育
標
準
時
間　
９
時
～
1３
時

　
（
登
園
8
時
３０
分
～
、
降
園
給
食
後
）

○
保
育
園
機
能
（
2
号
・
3
号
認
定
０

～
５
歳
児
）
定
員
7０
名

・
対
象
「
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
」

に
該
当
す
る
家
庭
の
お
子
さ
ん
（
２

号
・
３
号
認
定
）

（
１
）
就
労

（
２
）
妊
娠
・
出
産

（
３
）
保
護
者
の
疾
病
、
障
が
い

（
４
）
同
居
又
は
長
期
入
院
等
し
て
い

る
親
族
の
介
護
・
看
護
（
兄
弟
姉

妹
の
小
児
慢
性
疾
患
に
伴
う
看
護

な
ど
、
同
居
又
は
長
期
入
院
・
入

所
し
て
い
る
親
族
の
常
時
の
介
護
、

看
護
）

（
５
）
災
害
復
旧

（
６
）
求
職
活
動
（
起
業
準
備
を
含
む
）

（
７
）
就
学
（
職
業
訓
練
等
に
お
け
る

職
業
訓
練
を
含
む
）

（
８
）
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る

（
９
）
育
児
休
業
取
得
時
に
、
既
に
保

育
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い

て
継
続
利
用
が
必
要
で
あ
る
。

（
1０
）
そ
の
他
、（
１
）～（
９
）
に
類

す
る
状
態
と
し
て
幌
延
町
が
認
め

る
場
合

　
○
保
育
時
間

保
育
標
準
時
間
認
定

　
７
時
３０
分
～
18
時
３０
分
（
保
護
者
の

就
労
に
よ
り
、
最
大
11
時
間
利
用
可

能
）

保
育
短
時
間
認
定

　
８
時
15
分
～
16
時
15
分
（
保
護
者
の

就
労
に
よ
り
、
最
大
８
時
間
利
用
可

能
）

　
休
園
日
は
幼
稚
園
・
保
育
園
機
能
と

も
に
、
土
曜
・
日
曜
、
国
民
の
祝
日
、

年
末
年
始

●
入
園
ま
で
の
流
れ

（
１
）「
施
設
型
給
付
費
・
地
域
型
給
付

費
等
教
育
・
保
育
給
付
認
定
（
教
育

・
保
育
給
付
認
定
変
更
）
申
請
書
兼

現
況
届
出
書
」
に
就
労
な
ど
の
証
明

書
（
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
を
証

明
す
る
も
の
）
を
添
え
て
、
こ
ど
も

園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は

こ
ど
も
園
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
「
教

育
・
保
育
給
付
認
定
申
請
書
兼
現
況

届
出
書
」
を
印
刷
し
て
ご
使
用
く
だ

さ
い
。

（
２
）
保
育
の
必
要
性
や
必
要
量
の
審

査
、
利
用
者
負
担
額
（
保
育
料
）
の

算
定
後
、
保
護
者
へ「
支
給
認
定
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
併
せ
て
利
用
者

負
担
額
、
入
園
承
諾
書
等
が
通
知
さ

れ
ま
す
。（
３
月
下
旬
予
定
）

（
３
）
４
月
の
入
園
ま
で
に
、
口
座
振

替
の
手
続
き
や
入
園
の
し
お
り
を
見

て
園
生
活
に
必
要
な
物
を
揃
え
て
く

だ
さ
い
。

●
利
用
者
負
担
額
に
つ
い
て

（
１
）
3
歳
～
5
歳
の
保
育
料
は
令
和

元
年
10
月
か
ら
無
償
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
実
費
徴
収
と
し
て
、

給
食
費
（
月
額
主
食
８
０
０
円
・
副

食
４
，
１
０
０
円
）
教
材
費
（
月
額

１
，
１
４
０
円
）
の
保
護
者
負
担
金

が
あ
り
ま
す
。
町
民
税
非
課
税
世
帯
、

ひ
と
り
親
等
世
帯
に
つ
き
ま
し
て
は
、

申
請
に
よ
り
免
除
さ
れ
ま
す
。

（
２
）
3
歳
未
満
児
の
保
育
料
は
表
１

の
利
用
者
負
担
額
徴
収
基
準
額
表
の

と
お
り
で
す
。

（
３
）
時
間
外
保
育
（
延
長
保
育
）
、

一
時
預
か
り
保
育
の
特
別
保
育
料
金

　
認
定
こ
ど
も
園
・
問
寒
別
へ
き
地

保
育
所
は
、
令
和
２
年
度
の
入
園

児
を
令
和
２
年
2
月
3
日
～
28
日

の
期
間
で
募
集
し
ま
す
。

利用者負担額徴収基準額表（保育3号認定）

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分

3歳未満児
（3号給付）

徴収基準額
（月額）円

階層区分 定　　　　　　　　　　義 保　育
標準時間

保　育
短時間

Ａ 生活保護世帯 　 ０ ０

Ｂ

Ａ 階 層 を 除
き、当該年度
分（４月から
8月までにあ
っては、前年
度分。以下同
じ）の町民税
非課税世帯

ひとり親世帯等 ０ ０

ひとり親世帯等以外の世帯 ０ ０

Ｃ

1

Ａ 階 層 を 除
き、当該年度
分の町民税課
税 世 帯 の う
ち、調整後所
得割課税額が
次の区分に該
当するもの

48,6００円
未満

ひとり親世帯等 5,３5０ 5,29０

ひとり親世帯等以
外の世帯 11,7００ 11,58０

2

48,6００円
以上

97,０００円
未満

ひとり親世帯等で
所得割課税額
77,1０1円未満

5,4００ 5,4００

上記以外の世帯 18,０００ 17,76０

3 97,０００円以上169,０００円未満 26,7００ 26,３4０

４ 169,０００円以上３０1,０００円未満 ３6,6００ ３6,０6０

5 ３０1,０００円以上 48,０００ 47,28０

・C 1階層～ C 3階層までの第2子以降は第1子の年齢に関わらず0
円、C ４階層～ C 5階層はこども園を同時に利用する最年長から順
に第2子は半額、第3子以降は0円

令
和
２
年
度　
園
児
募
集
に
つ
い
て

表１
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に
つ
い
て

・
時
間
外
保
育
（
延
長
保
育
）
料
金

　
15
分
毎
に
つ
き　
80
円

・
一
時
預
か
り
等
保
育
料
金　

　
1
時
間
毎
に
つ
き　
３
０
０
円

問
寒
別
へ
き
地
保
育
所

・
定
員　
３０
名

・
対
象　
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
。

た
だ
し
、
2
歳
未
満
児
を
除
く

・
入
所
事
由　
保
護
者
の
就
労
な
ど
に

よ
り
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
場
合
。

3
歳
以
上
児
に
つ
い
て
は
集
団
生
活

の
経
験
を
さ
せ
た
い
な
ど
の
場
合

・
時
間　
8
時
～
15
時
３０
分
（
月
～
金

曜
）

　
※
延
長
希
望
の
方
は
17
時
15
分
ま
で

・
休
所
日
：
土
曜
日
・
日
曜
日
、
国
民

の
祝
日
、
年
末
年
始

・
入
所
申
込
み

　
様
式
は
問
寒
別
へ
き
地
保
育
所
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
は
、
幌
延
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
（
へ
き
地
保
育

所
入
所
申
込
書
）
を
印
刷
し
て
ご
使

用
く
だ
さ
い
。
入
所
事
由
に
よ
り
就

労
な
ど
の
証
明
書
類
を
添
え
て
、
問

寒
別
へ
き
地
保
育
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
保
育
料
及
び
保
護
者
負
担
金
に
つ
い

て
（
１
）
3
歳
～
5
歳
の
保
育
料
は
令
和

元
年
10
月
か
ら
無
償
化
と
な
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
実
費
徴
収
と
し
て
、

お
や
つ
代
（
月
額
７
０
０
円
）・
行

事
食
（
1
回
２
４
０
円
）
お
よ
び
教

材
費
（
月
額
１
，
１
４
０
円
）
の
保

護
者
負
担
金
が
あ
り
ま
す
。

（
２
）
3
歳
未
満
児
は
表
２
の
保
育
料

徴
収
基
準
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
認
定
こ
ど
も
園
、
問
寒
別
へ
き
地
保

育
所
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

認
定
こ
ど
も
園（
５
―
１
２
５
４
）

で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

問寒別へき地保育所　保育料徴収基準額表

各月初日の保育を受ける子どもの属する世帯の階層区分

階層区分 定　　　　　　義
3歳未満児

保育料（月額）

Ａ 生活保護法による被保護世帯 ０

Ｂ
Ａ階層を除き、当該年度分（４月から
8月までにあっては、前年度分。以下
同じ）の町民税非課税世帯

０

Ｃ

1

Ａ階層を除き、当該
年度分の町民税課税
世帯のうち、調整後
所得割課税額が次の
区分に該当するもの

48,6００円未満 6,6００

2
48,6００円以上
97,０００円未満

1０,5００

3
97,０００円以上
169,０００円未満

11,３００

４ 169,０００円以上 12,9００

・3歳未満児保育料は保育所を同時に利用する最年長から順に、2人
目以降は基準額の半額

認定こども園の様子

問寒別へき地保育所の様子

表２
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土
日

11月23ゴールを狙え
児童らフットサルで汗流す

ゴールを狙え
児童らフットサルで汗流す

　幌延町子ども会育成連絡協議会主催の「子
ども会球技大会」が11月23日、総合体育館

で開かれました。競技はフットサルで、参加した
児童らは心地よい汗をかきながらボールを追いか
けました。

　問寒別小中学校で12月5日、認定こども園で20日、恒例の餅つき会がそれぞれ開かれました。
子どもたちは大人の手を借りながら、杵で餅米をつき、丁寧に手でこねてお餅をつくりました。

ぺったんぺったん　おいしいお餅になぁれぺったんぺったん　おいしいお餅になぁれ 金
日

12月20

　幌延では町内会対抗バレーボール大会が11月24日に、問寒別では地区対抗ミニバレーボール
大会が12月1日にそれぞれ開かれ、各チームは優勝を目指して熱戦を繰り広げました。

白熱！  幌延、問寒別でバレーボール大会開催白熱！  幌延、問寒別でバレーボール大会開催

問寒別幌　延

問寒別幌　延

12月 木
日5

12月 日
日１

日
日

11月24

後期高齢者医療制度のお知らせ
医 療 費 通 知

■ 医療費通知を全受診者へ送付します
　広域連合では被保険者の皆さんの医療費総額などについてお知らせする「医療費通知」を年２回、
対象期間に医療機関などを受診した全ての被保険者の皆さんへ送付します。
　これは、医療機関の窓口でお支払いいただいた自己負担分を除いた医療費は、後期高齢者医療制度
から支払われていることを具体的に理解していただくとともに、健康管理の重要性を意識していただ
くことで、医療費の適正化、ひいては被保険者の皆さんの負担軽減を図ることを目的としています。

◆医療費通知の活用例
　○医療費の推移が一目で把握でき、ご自身の健康状況の把握や健康管理に活用できます。
　○健康診査など、皆様の健康保持・増進に役立つ情報が記載されています。
　○診療日数などに間違いがないか確認しましょう。
　【イメージ図】

受診年月 受診を受けた
医療機関等 診療区分 日数 医療費の総額 自己負担額

食事療養・生活療養費
回数 費用額 標準負担額

令和元年７月 ○○病院 医科外来 １ １8,０００ １,8００ 0 0 0
令和元年8月 ××薬局 調剤 １ １０,０００ １,０００ 0 0 0
令和元年９月 △△病院 医科入院 5 2０2,０００ 2０,2００ １5 １１,49０ 6,9００

合計 23０,０００ 23,０００ １１,49０ 6,9００

◆所得税（住民税）確定申告における医療費控除について
　○医療費通知は、医療費控除の申告手続で医療費の明細書として使用することができます。
　○医療費控除の申告に関することは、稚内税務署（０１62-33-１１55）にお問い合わせください。

◆発送月・対象診療月
送付月 診療月

令和元年９月（下旬） 平成3１年１月～令和元年６月
令和２年３月（上旬） 令和元年７月～１2月

お問い合わせ先
　北海道後期高齢者医療広域連合（札幌市中央区南2条西14丁目国保会館6階）
　電話：011-２90-5601
　住民生活課 生活グループ　　電話：５-111２　告知端末機：５-881２

【注意事項】
・医療機関などの請求遅れや請求内容を審査中のものなど、一部の受診記録が記載されていない

場合があります。
・自己負担額は、医療費助成などを受けている場合など、記載されている金額と実際にご自身が

負担された金額が異なる場合があります。
・医療費通知は、皆さんの受診状況についてお知らせするものであり、請求書ではありません。

また、特に手続きなど行っていただく必要はありません。
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土
日

11月23ゴールを狙え
児童らフットサルで汗流す

ゴールを狙え
児童らフットサルで汗流す

　幌延町子ども会育成連絡協議会主催の「子
ども会球技大会」が11月23日、総合体育館

で開かれました。競技はフットサルで、参加した
児童らは心地よい汗をかきながらボールを追いか
けました。

　問寒別小中学校で12月5日、認定こども園で20日、恒例の餅つき会がそれぞれ開かれました。
子どもたちは大人の手を借りながら、杵で餅米をつき、丁寧に手でこねてお餅をつくりました。

ぺったんぺったん　おいしいお餅になぁれぺったんぺったん　おいしいお餅になぁれ 金
日

12月20

　幌延では町内会対抗バレーボール大会が11月24日に、問寒別では地区対抗ミニバレーボール
大会が12月1日にそれぞれ開かれ、各チームは優勝を目指して熱戦を繰り広げました。

白熱！  幌延、問寒別でバレーボール大会開催白熱！  幌延、問寒別でバレーボール大会開催

問寒別幌　延

問寒別幌　延

12月 木
日5

12月 日
日１

日
日

11月24
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　プロ・アマの音楽家が演奏する「心象館音
楽の夕べ」が12月13日、金田心象書道美術館

で開かれ、来場者約90人は演奏者が奏でる美しい
音色に聞き入っていました。第１部の町民コンサ
ートには5組が参加。第2部は「阿部ヒロカズ ト
ラッド・ジャズ・4コンサート」があり、会場は
盛り上がりました。

音楽の夕べ
美しい音色にうっとり
音楽の夕べ
美しい音色にうっとり

金
日

12月1３

　サンタクロースがトナカイが引くそりに乗ってやってくる「クリスマス会」が問寒別へき地保
育所で12月10日に、認定こども園で11日に開かれました。子どもたちはサンタクロースとそり

に乗ったり、プレゼントをもらうなど、楽しみました。

良い子にプレゼントを　サンタがトナカイに乗って登場良い子にプレゼントを　サンタがトナカイに乗って登場
火
日

12月１０

　トナカイホワイトフェ
スタが12月15日、トナ

カイ観光牧場で開かれまし
た。雪上運動会などのイベン
トが開かれたほか、サンタに
よるプレゼントの配布、井上
仁志観光大使のライブなどで
会場は盛り上がりました。

トナカイホワイト
フェスタ 大賑わい
トナカイホワイト
フェスタ 大賑わい

日
日

12月15

水
日

12月１1

問寒別幌　延

ピアノ連弾

バイオリン

ピアノ
ジャズ

民　謡

マンダリン
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　プロ・アマの音楽家が演奏する「心象館音
楽の夕べ」が12月13日、金田心象書道美術館

で開かれ、来場者約90人は演奏者が奏でる美しい
音色に聞き入っていました。第１部の町民コンサ
ートには5組が参加。第2部は「阿部ヒロカズ ト
ラッド・ジャズ・4コンサート」があり、会場は
盛り上がりました。

音楽の夕べ
美しい音色にうっとり
音楽の夕べ
美しい音色にうっとり

金
日

12月1３

　サンタクロースがトナカイが引くそりに乗ってやってくる「クリスマス会」が問寒別へき地保
育所で12月10日に、認定こども園で11日に開かれました。子どもたちはサンタクロースとそり

に乗ったり、プレゼントをもらうなど、楽しみました。

良い子にプレゼントを　サンタがトナカイに乗って登場良い子にプレゼントを　サンタがトナカイに乗って登場
火
日

12月１０

　トナカイホワイトフェ
スタが12月15日、トナ

カイ観光牧場で開かれまし
た。雪上運動会などのイベン
トが開かれたほか、サンタに
よるプレゼントの配布、井上
仁志観光大使のライブなどで
会場は盛り上がりました。

トナカイホワイト
フェスタ 大賑わい
トナカイホワイト
フェスタ 大賑わい

日
日

12月15

水
日

12月１1

問寒別幌　延

ピアノ連弾

バイオリン

ピアノ
ジャズ

民　謡

マンダリン
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国民年金への加入は20歳から
　日本国内に住む2０歳以上6０歳未満のすべての人は国民年金への加入が法
律によって義務付けられており、皆さんが納める保険料は、現在年金を受
給している高齢者世代などの生活を支えています。
　国民年金は、将来的な老後の保障（老齢基礎年金）以外にも、万が一病
気やけがなどで障がいが残ったとき（障害基礎年金）、一家の働き手が亡
くなったとき（遺族基礎年金）に自分やその家族を支えてくれます。

国民年金の加入手続きについて
○ 令和元年10月1日より前に２0歳の誕生日を迎えた方

→　加入に伴い、年金機構から届いた「国民年金被保険者関係届」の提出が必要です。
○ 令和元年10月1日以降に２0歳の誕生日を迎えた方や、今後迎える方

→　自動的に加入されるため、手続き不要です。
※ 厚生年金または共済年金に加入している方には、上記書類は届きません。

保険料の納付について
　納付方法

※　口座振替、クレジットカードによる納付を希望される場合は、お近くの年金事務所か市町村年金
担当窓口にて申請願います。

納付するのが難しい場合は
　学生の方には「学生納付特例制度」、収入が少なく保険料の納付が困難な方には「国民年金保険料免
除・納付猶予制度」があります。詳細は、令和元年5月号のねんきん通信（14ページ）をご覧ください。
本号表紙ページにあるQRコードからも閲覧できます。

年金手帳は大切に保管しましょう
　年金手帳は、お知らせなどとは別に送付され、就職したときや年金を請求するときに必要となること
がありますので大切に保管してください。

ね ん き ん 通信

新成人のみなさんへ ～２０歳からの年金手続き～

お問い合わせ先：稚内年金事務所　電話：0162-32-1941
　　　　　　　　住民生活課 住民グループ　電話：5-1112　告知端末機：5-8812

金融機関の窓口、
口座振替　 コンビニ 電子納付 クレジットカード
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ご
ざ
い
ま
す
11月

町民くらしのカレンダー １月（Ｊａｎ）
注：国際＝国際交流施設  問保＝問寒別へき地保育所
　　子セ＝子育て支援センター 保セ＝保健センター
　　東ス＝東ヶ丘スキー場  総体＝総合体育館
　　生セ＝幌延町生涯学習センター

戸
　
籍
　
の
　
窓
11月

1
水

元日
17
金

2歳児健康相談 1０:００（保セ）
絵本読み聞かせ 11:００～11:３０（生セ）
小学1・2年スキー教室/子ども運動教室

1３:３０～15:００（東ス）
２
木

18
土

小学1・2年スキー教室/子ども運動教室
1３:３０～15:００（東ス）

3
金

19
日

ふるさと自然体験チャレンジ教室
「スノートレッキング」9:３０～11:３０

4
土

20
月

各小中学校始業式

５
日

幌延町消防団幌延分団出初式 9:３０
成人式 1３:３０（国際）

21
火

つぼみひろば 1０:３０～11:３０（子セ）

6
月

御用始め
新年交礼会 17：３０（国際） 22

水

もぐもぐスクール 1０:００（保セ）
めばえわかばひろば 1０:３０～11:３０（子セ）
生きがい教室「新春演芸会」1３:３０～15:３０

（国際）
町内書き初め展展示会 ～３1日（国際）

7
火

つぼみひろば 1０:３０～11:３０（子セ） 23
木

8
水

朝活事業
めばえわかばひろば 1０:３０～11:３０（子セ）
低学年スキー教室/子ども運動教室

18:３０～19:３０（東ス）

24
金

こども園すきっぷくらぶ 1０:００～11:００（子セ）
5歳児健康相談 1３:15（保セ）

９
木

朝活事業 25
土

町内書き初め展表彰式 14:００（国際）

10
金

【問寒別出張診療日】
朝活事業
低学年スキー教室/子ども運動教室

18:３０～19:３０（東ス）

26
日

町民ミニバレーボールフェスティバル 9:００
（総体）

11
土

27
月

【心療内科・精神科診療日】

12
日

幌延町消防団問寒別分団出初式 1０:００ 28
火

子育て講座 1０:００～11:３０（子セ）

13
月

成人の日
第41回幌延町子ども会新春かるた大会 1０:００

（総体）
29
水

妊産婦ふれあい教室 1３:３０（保セ）

14
火

【心療内科・精神科診療日】
問寒別すきっぷくらぶ 1０:００～11:００ （問保）

30
木

はつらつ教室 9:45（保セ）

15
水

すくすく健診 1３:００（保セ） 31
金

節分の会 1０:３０～11:３０（子セ）

16
木

はつらつ教室 9:45（保セ）
小学1・2年スキー教室/子ども運動教室

1３:３０～15:００（東ス）
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会
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田
製
版

■
幌
延
町
ホ
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ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
／http://w

w
w

.tow
n.horonobe.hokkaido.jp

■
令
和
２
年
１
月
　
■
発
行
／
天
塩
郡
幌
延
町

（令和元年11月末日現在）

男
女
計

（－２）
（－４）
（－６）

1,184
1,117
2,301

世帯数 （－５）1,245
※（　）内は前月比

●広報へのご意見、ご要望をお寄せください●
住民生活課生活グループ　電話：５-1112　告知端末機：５-8812

E-mail:seikatsu@town.horonobe.lg.jp
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り
上
げ

ら
れ
て
い
た「
年
男・年
女
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」に
興
味
が
わ
き
、４
、

５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

■
取
材
に
協
力
し
て
く
れ
た
ね
ず
み
年
生
ま
れ
の
８
人
は
、
進
学
、

就
職
、
出
産
、
還
暦
な
ど
ま
さ
に
人
生
の
節
目
を
迎
え
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思
い
に
新
年
の
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

写
真
撮
影
に
も
快
く
応
じ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

■
取
材
を
通
し
、「
新
年
を
幸
せ
な
１
年
に
し
た
い
」
と
皆
さ
ん

が
口
を
揃
え
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
約
30
年
前
の
誌
面

を
見
て
も
同
様
で
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
幸
せ
を
願
う
人
の
思
い

は
同
じ
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

■
令
和
と
な
っ
た
現
代
、
携
帯
電
話
で
い
つ
で
も
誰
と
で
も
気
軽

に
連
絡
を
取
り
合
え
る
世
の
中
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
直

接
顔
を
合
わ
せ
て
対
話
を
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

初
対
面
の
私
が
構
え
た
カ
メ
ラ
に
笑
顔
を
向
け
て
く
れ
た
人
た
ち

の
姿
を
見
て
、
そ
う
感
じ
ま
し
た
。
町
民
皆
さ
ん
に
と
っ
て
新
年

が
良
い
年
に
な
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

　１月10日は110番の日です。重大な事件、事故が起き
た時、警察官がいち早く現場にたどり着けるよう、以下
の３点のご協力をお願いします。

①まず「慌てず」「落ち着いて」話すこと
②「事件か事故か」「けが人がいるか」を最初に伝えること
③現場に向かいやすいよう、住所や目標物を伝えること

★緊急を要さない相談ごとなどは
警察相談ダイヤル： ♯９１１０ までご連絡ください。

1月10日は 「110番の日」
　正しい通報利用にご協力を！

　寒さに慣れてきたと思ったら、雪が降る中でする畑仕事で手足がかじか
んでしまい、休みながら作業をしないと体がもたないと感じる今日この頃
です。「かじかむ」という言葉が北海道の方言ということを協力隊通信作成
中に知りました…。改めまして、協力隊の大川です。
　幌延に住み始めて2か月が経ちましたが、都会で必要のなかったストー
ブや石油缶など、環境が変われば必要なものがかわってくると身に染みて
感じています。さて、前回は特産品についてお話ししましたがご意見はい
かがでしょうか。アイデアはいつでもお受けいたしますのでご連絡ください。
　今月の話は「人を呼び込める施設」についてです。協力隊の役割の一つ
として観光客や移住者を呼び込むことが挙げられます。そこで皆さんの考
える人を呼び込める施設はどんな場所でしょう。ショッピングモール、プ

地域おこし協力隊通信 vol.49

お問い合わせ先：企画政策課　企画政策グループ
　　　　　　　　電話５-1114　告知端末５-8814

新
規
職
員
紹
介

川
田
　
美
奈

（
１2
月
１
日
付
）

　
は
じ
め
ま
し
て
、
国
保
診
療

所
看
護
師
の
川
田
美
奈
で
す
。

　
配
属
先
は
診
療
所
の
病
棟
で
、

皆
様
と
な
か
な
か
お
会
い
す
る

機
会
は
少
な
い
で
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
所
属
】

　
国
保
診
療
所
　
看
護
師

ラネタリウムなどでしょうか。
　私の前職が車関係の仕事だったこともあり、
冬の厳しい環境と夏の過ごしやすさを活かし
た車関連の施設があったらどうだろうと考え
ています。皆さんのアイデアをお待ちしてお
ります!!
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